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アメリカで 1996年から 2001年までの間に ISO14001を取得した 264の製造業に属する企業のデータを用い
て，取得後何年で環境への排出を減らしているかを生存分析法により分析している。その結果，1年以内に
53％の企業が排出を減らし，特に Iow-tech企業ほど減らすまでの平均期間が短いことが示されている。














　第 5章では第 2章から第 4章まで得られた結論をまとめ，今後の研究課題について論述している。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，環境マネージメントシステムの中のひとつの手法である ISO14001が，企業による汚染物質の
環境への排出削減という効果を実際に持っているかどうかを実証的に議論している。単なる「認証」が企業
の経済活動に影響を及ぼし，排出削減を可能にするとすれば，それはどのような条件の下であるか，という
点は理論的にも政策的にも大きな興味をもたれるところである。本論文は，この課題に取り組み，データの
収集が難しいにもかかわらず，アメリカ，日本，ヨーロッパについてデータを集めるかヒヤリングを行い，
いくつかの政策的に有益な結果を得ている。
　本論文の主要な部分は，審査つき学術誌に出版されている。以上の諸点を評価すると，本論文は本学の博
士号の水準に達しているものと認められる。
　よって，著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
